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紛争後社会と観光
－ベルファストの労働者階級の居住地区
（和平合意後20年）を事例として－
法政大学キャリアデザイン学部　准教授 　福井　令恵
Ⅰ．はじめに
　北アイルランドでは、イギリス（UK）への残留を望む、主としてプロテス
タント住民から成るコミュニティと、アイルランドへの帰属を望む、主として
カトリック住民から成るコミュニティとの間で続いた対立が、1998年にベル
ファスト和平合意の締結により一応の政治的決着を遂げた。ベルファスト和平
合意を重要な転換点として、紛争は完全に終結したとは言い難いにせよ別の段
階に移ったと考えられ、紛争＜後＞社会を構築していこうとする多様な試み
が、様々なレベルで展開されている（酒井 2015：18）。具体的には紛争中に社
会の内部により深く入った住民間の亀裂の解消や、経済的自立・発展、地域間
の経済格差の解消などの課題に長期的に取り組むことが必要となる。
　北アイルランドでは、紛争時代にどのように紛争に関わったのか、また死者
や負傷者をどれくらい出したのかという「紛争経験」には大きな地域差が存在
した（1）。紛争の影響を強く受けた地域は、その多くが現在にいたるまで、北ア
イルランド政府の統計資料の発表する最貧困地区と重なる（福井 2015：36）。
他の地域に比べて住民集団間の分断状況が明確であり、企業誘致においてもそ
うした地域は不利なため、地域に主要な産業が少なく、「紛争後」も地域全体
として経済的に困窮状態に置かれる傾向がみられる。またコミュニティ間の交
流はより難しく、互いへの不信感は容易には消えない。
　このような状況下、地域の復興に役立つ可能性をもつあらたな産業として、
観光業が見いだされてきた（2）。本稿の目的は、紛争後の北アイルランド社会に
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おける観光の位置づけの変化について概観した上で、北アイルランドの首都ベ
ルファストのなかでも特に紛争の影響が深刻であり、和平合意後も社会的な課
題を持つ労働者階級のコミュニティを対象に、観光がもたらすコミュニティの
近年の動きについて考察することである。
Ⅱ．ベルファストの観光の概況と先行研究
１．ベルファスト観光の概況
　まずは、＜紛争後＞の北アイルランドおよびベルファストの観光の概況を示
しておきたい。
　外からアイルランドに来る人は、アイルランドをひとつの目的地として捉え
る傾向があるが、アイルランド島には、国制上英国領の北アイルランドと、南
のアイルランド共和国という二つの国家が存在する（Wilson 1993：140-142、
Kelly 2006：40）。また、英国領の北アイルランド内部でも、およそ20年前ま
で、北アイルランドの帰属をめぐって、アイルランド共和国への帰属を願う住
民（「ナショナリスト」、そのなかでも「強硬派」とされる住民は「リパブリカ
ン」と呼ばれる）と、英国領のままとどまることを望む住民（「ユニオニス
ト」、また「強硬派」とされる住民は「ロイヤリスト」と呼ばれる）との間で、
およそ30年にわたって紛争が続いた。
　北アイルランドにおける長期の紛争に区切りをもたらしたベルファスト和平
合意の骨子は、（1）マジョリティの同意（北アイルランドの国制上の地位は北
アイルランド住民のマジョリティの同意なくして変更されない点の確認）、
（2）アイルランド憲法の修正（アイルランド全島をアイルランドの領土として
いた条項の修正）、（3）北アイルランド自治議会の開設（選挙で選ばれる108名
からなる自治議会）、（4）行政府の設置（自治議会から選出される首相と副首
相および各党の議席数に応じて選出される12名の閣僚からなる「行政府」を設
置することで、権力の分有を実現する）、（5）南北閣僚評議会の設置（全アイ
ルランドにまたがる組織・機関の創設）、（6）イギリス・アイルランド評議会
の設置（イギリス政府、アイルランド共和国政府のほかに、北アイルランド、
スコットランド、ウェールズの代表から成り、連合王国の絆を維持する）、
（7）武装集団の２年以内の武器の引き渡し、（8）服役中の「テロリスト」の早
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期解放であった（松井 2008、南野 2017）。
　この和平合意のもとで設立された「南北閣僚評議会」において、アイルラン
ド政府と北アイルランド政府双方にとっての関心事項の協議、協力、実施が進
められることとなった（上記項目（5））。南北閣僚評議会では、政府各省、そ
の他団体間の協力分野として、６つの主要な分野が確認されたが、その一つが
観光であった（Kelly 2006：41）。両国には、開発、マーケティング、情報提
供・認可（観光情報センターや宿泊設備認可）を行う北アイルランド観光局
（NITB）とアイルランド観光局（Bórd Fáilte）という観光に関わる二つの機
関があり、この二機関によって2000年にツーリズム・アイルランドという会社
が設立され、海外に向けてアイルランド全島のマーケティングを担うように
な っ た（3）。 北 ア イ ル ラ ン ド 統 計 調 査 局（Northern Ireland Statistics and 
Research Agency: NISRA）、ツーリズム・ノーザン・アイルランド（Tourism 
Northern Ireland）、アイルランド観光局（Fáilte Ireland）、および中央統計局
（Central Statistics Office）が公表するデータによれば、北アイルランドの観
光客数・収入規模はともに急速に拡大している（図１、２参照）（4）。
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図１　北アイルランド外からの観光客数（Out of state visits）
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（Trips Taken in Northern Ireland and Revenue Generated 1959-2016を元に作成）
　北アイルランドの首都ベルファストに注目すると、和平合意締結の翌年であ
る1999年には、北アイルランド観光局とベルファストに所在する企業のパート
ナーシップのもと、ベルファスト市によってベルファスト観光局（Belfast 
Visitor & Convention Bureau）が設立され、観光インフォメーションセン
タ （ーBelfast Visitor Welcome Center）が公式にオープンした。1998年までは、
北アイルランド観光局（NITB）がベルファストの観光についても管轄してい
たが、ベルファスト市は北アイルランド観光局とは独立したベルファスト観光
局という組織を設立し、以降北アイルランド観光局とも協力しながら、ベル
ファスト市の観光を進めるようになった（5）。
　ベルファスト市とベルファスト観光局は、観光を「ベルファスト市にとって経
済発展をもたらす鍵産業のひとつ（one of the City’s key economic generators）」
と位置付けている（6）。ベルファスト市は、「文化」を楽しむことができる都市
型観光地としての位置づけをより前面に打ち出すため、多様な観光商品の開発
や支援を行い、集客・収入の増加を図った。2000年には、オデッセイと呼ばれ
る多目的ホールやショッピングセンターを備える複合施設がオープンし、2012
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図２　北アイルランド外の観光客による収入（Revenue from out of state visits）
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年にはタイタニック沈没100周年にあわせてオープンした「タイタニック・ベ
ルファスト」という博物館が市の観光の顔として全面的に売り出されている。
また同じく2012年には、1996年まで使用されていたアイルランド近現代史に深
く関係する刑務所であるクラムリン・ロード刑務所がオープンした。さらに世
界の多くの国で人気の高いアメリカのテレビドラマ『ゲーム・オブ・スローン
ズ』のロケ地をめぐる「聖地巡礼」ツアーなどの多様な観光商品が用意されて
いる。
　ベルファスト市自体のイメージ向上の対策も進められた（Murphy 2010）。
2008年にはベルファスト市のBのロゴ（ハート形に似せたBマークにBelfastの
文字を縦に入れたもの）を導入し、ロゴ入りのマグカップなどの商品がイン
フォメーションセンターなど市内で販売され、観光業ともタイアップした行政
による都市のブランド化戦略が推進された（Murphy 2010：546）。さらにその
10年後の2017年に星形（地図で見るとベルファストの形が、星形に近いことか
ら用いられ、横にBelfastの文字が入ったマーク）のロゴへと刷新されている。
　多様な観光商品をそろえ、関連施設等を整備し、都市イメージ向上により、
発展を目指しているベルファストであるが、和平合意後20年ほど経た現在も長
期の紛争の間に広がった紛争イメージは消えたわけではなく、紛争に関心を
持ってベルファストへやってくる観光客も少なくない。そうした観光客は主と
して、労働者階級の居住地区に多数描かれている壁画をみて、対立の歴史に触
れようとする。こうしたなか、紛争という否定的なイメージであっても、それ
はベルファスト市にとって他の地域との差別化が可能な「商品」であり、利益
をもたらすと1990年代以降捉えるように観光局は方針を転換した。現在、「代
表的な壁画」のある場所を示すマップが作製・配布され、インフォメーション
センターで壁画などの紛争の「痕跡」を見て回ることのできるバス、タクシー
ツアーの案内もされている。
２．ダーク・ツーリズムに関する先行研究
　戦地・紛争地・被災地などの負の記憶を有する場所をめぐる観光は「ダー
ク・ツーリズム」と呼ばれ、近年研究が進んでいる。この用語を1990代から用
いてきたレノンとフォーリーによれば、ダーク・ツーリズムとは、最近の災
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害、残虐行為に関わる場所を訪問するものである（Lennon and Foley 2000：
３）。しかし「最近の」、つまり生きた記憶を有する場所をめぐるダーク・ツー
リズムには、圧倒的な苦悩を矮小化し、余暇体験に変えるという問題があり、
戦争や紛争、人の死など苦悩の商品化という究極の商業主義、のぞき見主義で
あるという批判が出されている。
　他方で、ダーク・ツーリズムに対する別の議論も現れている。社会学者のマ
キャーネルは、観光によって、人が、普段行かないところへ出向き、日常では
決して会わない文化や階級を超えた「他者」と出会い、「異質」な人への感情
移入が促進されるため、社会の再統合に寄与すると述べる（MacCannell 
1999）。マキャーネルは観光一般についてこのように論じるが、ダーク・ツー
リズムにおいても、他者との出会いと感情移入により状況の打破につながる事
例が報告されている。例えばパレスチナのコミュニティ・ツーリズムによって
イスラエル軍のさらなる侵攻を食い止めた事例（高松 2015）、国家や企業が推
し進める「復興」のビジョンが葛藤や悩みを抱えた地域の人々の思いと異なっ
てしまった際、被災者の悩みや思いを吸収する仕組みとして、ダーク・ツーリ
ズムが役立つ可能性について報告されている（井出 2018）。これらの研究が示
しているのは、不均衡な権力関係のもと、社会において相対的に弱い立場に置
かれた人々が、自らの感情・意見を表出し、広く世界に向け働きかける場を
ダーク・ツーリズムが提供している点である。
　北アイルランドを対象にした研究では、2007年夏に西ベルファストにおいて、
バス・タクシーツアー関係者にインタビュー調査を実施し、紛争跡地での観光
が紛争の再生産につながるものか、和平に貢献するものかを考察したマー
フィーの研究がある。マーフィーは、観光により都市空間テリトリーの再生産
がみられる一方で、クロスコミュニティ関係を創り出す可能性が認められたと
結論づけている（Murphy 2010：555-556）。またマーフィーが紹介するセニ
ヤ・カウゼヴィチとポール・リンチの研究では、観光によってインフラを整
え、自らの誇りをつくり、小規模ビジネスの支援を通して、社会的な和解と都
市再生の過程を援助することが可能であるという。他方で、同研究の調査時点
では、ツアー実施者が地域コミュニティ出身者ではなく、紛争経験に関して
「政治的に無害化したバージョン（sanitized versions）」の提示になっている
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点、また観光ツアーから地元のコミュニティは経済的にも社会的にも利益を得
ていないため、ローカル・コミュニティの関与する仕組みが必要だと課題を指
摘する（Murphy 2010）。
　このように、課題も多いものの、紛争を経験した場所での観光については負
の側面だけではなく、その進め方次第では紛争被害が深刻であった地域や紛争
後も社会課題を抱える地域にとって、正の影響を与えることもできる。観光が
分断された地域を（再）接合することにつながれば、地元に利益をもたらすと
北アイルランドの社会学者ジャーマンは述べる（Jarman 1998）。とりわけ、
深い分断状況に長らく置かれた地域において、自らが経験を表現することで他
の集団や社会（あるいは国際社会）とのつながりの回復が可能になれば、正の
影響をもたらすだろう。したがってここで重要なのは、どのような/どのよう
に「つながりの回復」が行われるかということである。
Ⅲ　観光の場――労働者階級の居住地区および紛争の影響の大きい地域と観光
１．調査
　紛争の痕跡を見てまわることのできる「観光地」は、地域コミュニティに
とっては日常の生活の場であり、苦しみと愛着の記憶が住民の体験の一部とし
て残る場所である。そうした場でどのような動きがみられるのか、観光に対す
る地域コミュニティの反応はどのようなものか、またそうした動きを通じて
「つながり」や外部との「再接合」は見られるのだろうか。
　こうした点を明らかにするために、ベルファストのシャンキル、フォール
ズ、東ベルファスト地域を対象に調査を行った。これらは紛争跡地をみる観光
の目的地として位置づけられている場所であり、またユニオニスト（ロイヤリ
スト）対ナショナリスト（リパブリカン）という長年対立関係に置かれた２つ
のコミュニティが境を接する労働者階級の居住地区である。調査は、2016年９
月、2017年８月〜９月、2018年８月〜９月に実施した。調査方法は、観察法
（ローワー・シャンキル、ボンベイ・ストリートのタクシーツアー、アッパー・
シャンキルのスタディー・ツアーの観察、壁画の経年変化の観察）およびイン
タビュー（東ベルファストバリーマックのコミュニティセンターのスタッフ、
リパブリカン・コミュニティの壁画家へのインタビュー）を用いている。
紛争後社会と観光　129
２．調査地：地区ごとの観光の状況
　あらためて確認しておくと、ここで論じるのは以下のコミュニティである。
【ロイヤリストの居住地区】
　シャンキル・コミュニティ
　　ローワー・シャンキル、アッパー・シャンキル
　東ベルファスト（ニュータナーズ・ロード）
【リパブリカンの居住地区】
　フォールズ・ロードおよび周辺地域
　　ローワー・フォールズ
　　インターナショナル・ウォール
　本論文における調査のおよそ10年前となる2007年、北アイルランド政府は壁
画の描き替えに助成金を出す『コミュニティ再イメージ化計画（Re-imaging 
Communities Programme）』と呼ばれる大規模なプログラムを実施した。この
政策の主な目的は、北アイルランドの都市空間の分断イメージを解消する 
――攻撃的・原理主義的なイメージを消し、新しいものを描く――ことを促す
ものである。ベルファストを中心に北アイルランドで多数の壁画がこの助成金
を利用して描き替えられ、新たな作品がつくられた。本研究で論じるコミュニ
ティは、紛争時代に地域で多数の死者を出した地域であり、紛争後も住民集団
間の対立感情が強く残り、したがって攻撃的な内容も含め、多くの壁画が描か
れてきたという共通点がある。
【ローワー・シャンキル】
　ローワー・シャンキル・コミュニティは、ベルファスト市の中心から西に３
キロ程度離れた、徒歩でのアクセスにも便利な場所に位置する。紛争時代には
ロイヤリストの準軍事組織（UDAと関連組織）の有力な関係者が住み、ロイ
ヤリスト強硬派の拠点のひとつとして認識されてきた。
　大通りのシャンキル通りから少し入った住宅地内に長年、壁画が複数点まと
まって描かれている場所がある。2000年代初頭に描かれた準軍事組織の主張を
表現した壁画も、一部の作品はそのまま残されている。ここには、こうした壁
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画を見ることで紛争・対立現場を実際に「目にする経験」ができると考える観
光客がやってくる。住宅地の住居の壁に描かれているため、大型観光バスの
ルートからはごく一部しか目に入らないものの、ロイヤリストとリパブリカン
両方をめぐるブラックタクシーツアーの立ち寄りポイントになっている。
　2000年代初頭からブラックタクシーが立ち寄る場所ではあったが、タクシー
ツアー毎に壁画群のどこで車を停止するか、また壁画群を走るルートが異なっ
ていた。しかし2015年から2017年にこの地域で大規模な公営住宅の建て替えが
あり、その際の区画整理の影響によりルートはほぼ定まった。観光客に人気の
高いウィリアム三世像壁画のすぐ前には、駐車しやすい空き地がつくられた。
タクシーはそこで停車し、観光客は下車して、ドライバーの案内で「ウィリア
ム三世像」、「死者（ローワーシャンキル出身の男性）のメモリアル」、その隣
の「女性のキルト」の３点の壁画前で解説を聞く〔写真１，２，３〕。その後は
この住宅地内を一部の壁画を車窓から目にしつつ、タクシーは別の大通りであ
るクラムリン・ロードへ抜けて行くルートを取ることが一般的である。
　つまり、多数ある壁画のなかでも下車して解説を聞きながら眺める壁画、車
窓から眺める壁画、案内されない壁画に分かれるようになった。下車して眺め
る３点の壁画は、劣化も見られず、またメモリアルの壁画は塗り直しが定期的
に行われるなど、管理状態は良好である。この３点は「紛争のアイコン」や
「ミリタリーイメージ」としての死者のメモリアルの壁画、「ユニオニズム」の
アイコンとしてのウィリアム三世の壁画、さらに「未来」や「変化」を示すも
のとして女性のキルトの壁画が表象されていると考えることが可能だろう。
写真１ 写真２ 写真３
　ローワー・シャンキル・コミュニティでは、2007年に行政のプロジェクト
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『コミュニティ再イメージ化計画』による助成金を利用し、多数の壁画の描き
替えや新たな製作が進められたが、この時に製作された壁画は、その後放置さ
れている。また数点の準軍事組織の壁画は、他の壁画が『コミュニティ再イ
メージ化計画』を利用して描き替えられた際も、そのまま残されていたが、そ
うした壁画に関しては新しく描き替えられてもいない。すなわち、上記３点以
外のローワー・シャンキルの壁画の管理状態は、以前に比べて悪い。
　また、2012年にローワー・シャンキルのすぐ隣のクラムリン地域にオープン
したクラムリン・ロード刑務所との観光に関する相互関係などは特にみられな
い。観光により「他者」との出会いという点では、観光がもたらす他地域・階
級との接触は限定的である。
【アッパー・シャンキル】
　アッパー・シャンキル・コミュニティはベルファスト市の中心からシャンキ
ル通り沿いにローワー・シャンキル地域を過ぎ、さらに先に進んだ場所に存在
する。先のローワー・シャンキルとは隣同士に位置し、準軍事組織のUDAで
はなくロイヤリストの別の準軍事組織であるUVFの影響が残る地域である。
　ローワー・シャンキルとは異なり、アッパー・シャンキルでは大通りのシャ
ンキル通り沿いに多数の壁画が描かれている。アッパー・シャンキル内のシャ
ンキル通りは２階建ての観光バスルートに組み入れられ、車中で観光客は壁画
を目にしながら、紛争についての解説を聞く。
　『コミュニティ再イメージ化計画』に関してはこの地域での利用は少なく、
壁画の変化が全体としては限定的である点が、先のローワー・シャンキルとは
異なる。とはいえ近年いくつかの重要な変化がみられる。まず、和平につなが
る停戦を決めたUVFとその関連組織のリーダーを顕彰する壁画が2017年〜2018
年の間のいずれかの時期に、アッパー・シャンキルのコミュニティセンターで
あるスペクトラムの前に現れた〔写真４〕（7）。次にレックス・バー（Rex Bar）
の向かいには、軍事組織のシンボルマークを描いた壁画が長年描かれていた
が、「普通の人たちの果たした並外れた役割（ordinary people extraordinary 
roles）」というキャプションが入った地域出身の準軍事組織メンバー３人を描
いた壁画に置き換えられた。準軍事組織の壁画も、ロゴなどのシンボルだけを
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用いるスタイルから、人物の顕彰へと変化したのである。
写真４ 写真５ 写真６
　こうしたリーダーの顕彰以外にも、コミュニティ内で起きた出来事の記念が
より重視されるという傾向がみられる。最も明白なものは、紛争中に地域内で
起きた４つの爆破事件である。この事件をテーマにした壁画が存在している
が、同じ題材を扱いつつ、数年ごとに新しいものに変えるなど、管理状態は良
い。さらにこの４つの悲劇を表した壁画のすぐ横には、小さいメモリアル・
ガーデンがつくられた〔写真５〕。また、この４つの事件が起きた当時の建物
に、ポピーの花をつなげた十字架と事件と被害者について記したプレートがあ
らたに設置された〔写真６〕。メモリアル・ガーデン横の建物には、コミュニ
ティ団体がオフィスを構え、この地域で起きた「悲劇」を壁画に描かれた４つ
の事件をもとにロイヤリスト・コミュニティの視点から説明する活動も行って
いる。
　他者との接触という点では、この地域ではバスから眺める多くの観光客のほ
か、スタディー・ツアーのグループが徒歩でやってくる。ブラックタクシーツ
アーのなかでも、ロイヤリスト側の案内のみを行うツアーでは、メモリアル・
ガーデンを訪れ、ロイヤリスト・コミュニティ側の視点から悲劇の説明を聞く
など、コミュニティベースの観光推進が実施され、外部から来た観光客とロイ
ヤリスト住民との接触がみられる。政府・行政の「大きな物語」とは異なるコ
ミュニティの「被害」の物語がここでは語られる。他方で、中産階級との協同
は、以下で述べる東ベルファストと比べると限定的だといえる。
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【東ベルファスト】
　東ベルファストのニュータナーズ・ロード周辺およびバリーマカレット
（Ballymacarrett）コミュニティは、ベルファストの東にあり、近年観光の積
極的な推進が見られる。この地域の住民の多くは労働者階級に属するが、
ニュータナーズ・ロードをシティセンターから先に進んだ場所には、中産階級
の居住エリアも存在する。また準軍事組織としてはUDA系とUVF系双方の組
織の影響が残る、異なる準軍事組織・階級が混在したロイヤリスト・ユニオニ
ストのエリアである。
　この地域の観光客の集まる拠点として、イーストサイド・ビジターセンター
（EastSide Visitor Centre）がある。運営にはイーストサイド・パートナーシッ
プ（EastSide Partnership, 東ベルファストの社会、経済、環境、文化における
再生を目指す委員会で、委員は政官民およびコミュニティ代表者から成る）（8）
が関与している。このセンターでは、東ベルファストの「お勧め」の人物・場
所などの情報提供をしており、パネルやスクリーン、ウォールマップなど視覚
に訴える展示が見られる（9）。地域出身の「有名な顔」としてセンター内に店舗
を構えるカフェ店内の壁には、①作家のC. S. ルイス、②サッカー選手の
ジョージ・ベスト、③歌手のヴァン・モリソンのそれぞれゆかりの地やモニュ
メントを示した地図が掲示されている〔写真７〕。センターの建物の壁面には、
大きなジョージ・ベストを描いた壁画が描かれ、センター前の広場には、大き
なC. S. ルイスの作品である『ナルニア国物語』のライオン像が設置されてい
る（10）。
写真７ 写真８ 写真９
　東ベルファストのこの新しい「３つの顔」のイメージを推進する一方で、現
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在も大通りのニュータナーズ・ロード沿いには、いくつかの準軍事組織の壁画
が存在している。特に２つの大通り（ニュータナーズ・ロードとアルバートブ
リッジ・ロード）が交差する場所付近の壁には、UFF/UDAの壁画群が存在し、
ほぼ毎年塗りなおしがされている。管理状況は良好であることから、準軍事組
織の影響が依然として一定程度残っていることがわかる〔写真８〕。『コミュニ
ティ再イメージ化計画』の実施時期に、準軍事組織の壁画から描き替えをした
「新しい壁画」は、現在もその多くがそのまま存在しているが、管理状況は必
ずしも良好ではない。
　他方で、労働者階級のコミュニティのなかから、中産階級の文化とも準軍事
組織のミリタリーイメージとも異なる別の表現も現れてきている。フォックス
グローブ・ストリート（Foxglove Street）に、ポーランド移民とのつながり
をテーマにした壁画が製作されたのが、その一例である〔写真９〕。この壁画
の製作プロジェクト『Side By Side project』は、2016年４月に東ベルファス
ト労働者階級のコミュニティセンターである、バリマック・フレンドシップ・
センターのオープニングに合わせて、スタートした。オープニング・セレモ
ニーにはポーランド領事も出席した。
　バリマック・フレンドシップ・センターのマネージャーによれば、壁画家は
地元出身者であり、かつては準軍事組織の壁画などを描いていたが、かなり前
からそれから距離を置いて違うテーマで描いている人物である。作品は、壁に
直接描いたのではなく、パラシュートの布を使っているが、こうした手法は北
アイルランドで初めてだという（11）。
　題材は第２次世界大戦時のポーランドと北アイルランドの兵士が、それぞれ
の空軍でともにナチスと戦ったことを記念するものである。「15人のポーラン
ド航空兵が北アイルランドの墓地に眠っているが、彼らが眠っている場所は、
これまでずっと敬意をもって扱われてきた」「こうしたプロジェクトは、この
ような共有の歴史に光をあてるもの」であり「過去について人びとに知らせ、
未来のために新しいパートナーシップをつくりだすひとつの方法だ」とプロ
ジェクトのオーガナイザーは述べる（12）。これまで注目されることの少なかっ
たひとつの地域史に光を当てる動きである。
　ベルファストの中でも東ベルファストのポーランド移民数は他地域と比較し
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て多い（13）。また2014年には、大半がカトリックでもあるポーランド移民に対
する敵対的な行為が、東ベルファストのロイヤリスト・コミュニティで見られ
たが、このプロジェクトはそうした行為に対するコミュニティ内部からの異議
を示したものである。
　このように準軍事組織と中産階級に親しまれてきた文化、さらに労働者階級
の新しいイメージの併存がこの地域ではみられる。また、準軍事組織の元関係
者、労働者階級のコミュニティセンターで働くマネージャー、中産階級居住地
区の観光コミュニティセンターで働くマネージャーはつながりがあり、観光客
などを含めた外部からの集客を目指したイベントの企画や実施の際、必要に応
じて連絡を取り合うなどの協同関係にある。
【ローワー・フォールズ】
　つぎにリパブリカン・コミュニティの状況について、フォールズ・エリア周
辺の事例を中心に検討する。ベルファスト市中心から見て西に位置するフォー
ルズは、北アイルランドで有数のリパブリカン居住地区であり、また紛争時代
から多くの壁画が描かれてきたコミュニティであるため、観光客など外部から
の訪問者も多い地域である。フォールズのなかでも、シティセンターにより近
い場所は、ローワー・フォールズと呼ばれる。壁画群で有名なインターナショ
ナル・ウォールもローワー・フォールズに存在する。
　ローワー・フォールズの住宅地内の壁画をめぐる活動は、近年全体として停
滞傾向にある。インターナショナル・ウォールのすぐ南に位置するアルバート
通り沿いに、保健所や幼稚園などが存在している一角があり、施設付近にはこ
れまで４〜５点の壁画が描かれてきた。しかし2007年以降新しく描かれた壁画
はほとんどなく、塗り直しなどの管理はほとんどみられない。この点は、
フォールズ通り沿いから北方面に進んだ隣のコミュニティであるビーチマウン
トでも同様の傾向がみられる。ビーチマウント・コミュニティには、1980年代
から描かれていた「一番古い」フェニックスの壁画があり、その壁画は塗り直
しを経て、現在も残されている。しかしそれ以外については、壁画をめぐる動
きは低調である（14）。
　他方で、住宅地のなかで外部から人がやってくる場所がある。ビーチマウン
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トからシャンキル方面に向かったインターフェイスに隣接する住宅地内にある
ボンベイ・ストリートにはリパブリカン・コミュニティ出身者によって実施さ
れるブラックタクシーツアーの立ち寄りポイントがある。ここには、紛争時代
に亡くなった少年のメモリアル・ガーデンがあり、ガーデン内にはリパブリカ
ン・コミュニティの紛争での死者の碑が建立され、ボンベイ・ストリートで亡
くなった少年を含めた地域の死者を記念する。リパブリカン・コミュニティ出
身の運転手によるブラックタクシーツアー（西ベルファストタクシー協会関係
のツアー）で案内される場所であり、リパブリカン・コミュニティにおける、
重要な語りのための場所となっている。この場所には、もともと壁画１点が描
かれていたが、2000年代後半に壁画はプラスチックパネル作品に置き換えられ、
壁画の前にはメモリアル・ガーデンがつくられた。少年に起きた出来事を通じ
て「リパブリカン・コミュニティの被害」について語られる場となっている
〔写真10〕。
写真10 写真11
【インターナショナル・ウォール】
　インターナショナル・ウォールは、フォールズ通りにあり、シティセンター
から徒歩でも数分というローワー・フォールズの中でもアクセスのよい場所に
存在する。紛争の時代から現在に至るまで、長いコンクリートの壁面に複数の
壁画が描き続けられてきた。一度に目にする壁画数の多さ、また描き替えの頻
度が多いため、常に「今・ここ」のリパブリカンの主張を見ることができると
高い注目を集め続けてきた。赤い２階建ての観光バスが壁画の前を通り、ブ
ラックタクシーが次々とやってきて観光客が下車してガイドから解説を聞くこ
の「有名」な場所では、狭い範囲でのコミュニティではなく、北アイルランド
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のリパブリカン・コミュニティ全体の関心事をテーマにした壁画が描かれる傾
向にある。
　例えば、2016年には、壁の全面にイースター蜂起を題材にした一連の壁画を
描くというプロジェクトが実施された〔写真11〕。このプロジェクトを指揮し
た壁画家は以下のように説明する（15）。
　ひとつのテーマでインターナショナル・ウォールに多数の壁画を描く
というアイディアは、2011年のハンガーストライキ30周年記念の際に出
たものだ。壁画の製作をしていると背後からツアーガイドの話が聞こえ
てくる。多く（の解説）は良いが、ときどき親英国的（Pro-British）な
解説もある。全部の壁画をハンガーストライキにしたら、ツアーガイド
も、そのテーマについてはきちんと話さないといけなくなるだろう。た
だ、このアイディアは2011年のとき（ハンガーストライキ記念の年）に
は、実現しなかった。そんななかで2016年（の話）が出てきた。100周
年で、国家に関することだ。最初は、H議員（シンフェイン党、観光担
当の議員）がやってきて、インターナショナル・ウォール全体で1916年
をテーマにしたものを製作したらどうか、と提案された。彼は３ヶ月ほ
ど後に戻ってきて、助成金が得られると話した。それで、コミュニティ
のための助成金を利用して、「北」の視点で（壁画を制作し）、イース
ター蜂起の記念をするということになった。（下線および括弧内の補足
は筆者による。）
　それまでインターナショナル・ウォールでは、政府・行政の助成金を利用し
て壁画が製作されたことはなかった。2007年にこの場でリパブリカン・コミュ
ニティ出身の壁画家とロイヤリスト・コミュニティ出身の壁画家が初めてひと
つの壁画を共同制作するという和平を象徴するプロジェクトが実現したが、こ
うした「プロパガンダ」ではないと捉えられる壁画であっても、政府・行政の
資金を用いず、地元企業の資金で描かれてきた。しかし８年の間に政府と地域
コミュニティの関係が変化し、リパブリカン・コミュニティの代表的な主張の
場と考えられてきたこの場所の壁画に、イースター蜂起―イギリスからの独立
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を目指しアイルランドで起きた武力蜂起―という、ゲルニカよりも北アイルラ
ンド内で政治性を強く帯びる歴史題材が政府資金を利用してつくられた。
　政府と地域コミュニティの関係については、ロイヤリスト・コミュニティの
コミュニティセンターで長く働いているスタッフも、「『多様なストーリーを伝
える』というようなプロジェクトには政府からお金が比較的降りて来る」と話
す（16）。「多様なストーリー」とは、ナショナリスト・リパブリカンとユニオニ
スト・ロイヤリストの二つのコミュニティそれぞれの文化や歴史を等価に扱
う、ということを指している。こうした動きとともに、近年の北アイルランド
社会での、特定の歴史的出来事のシンボル化は進んでいる。
Ⅳ．おわりに
　本稿の目的は、紛争時代および和平合意後も紛争の影響を強く残し、社会的
課題を抱える地域コミュニティを対象に、観光が及ぼす影響を検討することで
あった。ここまで論じたのは以下の点にある。
　第一に、政府・行政のベルファスト観光推進方針は、「紛争を見に来る観光
客」から「文化を見に来る観光客」へと移行させることであった。その目的は
和平合意後20年が経過した現在、大型観光施設など以前より多様な観光商品が
整備されるなか、ある程度達成された。こうした観光開発が進むなか、「紛争
の痕跡を目にすることのできる場所」と「それ以外の場所」という空間的な分
断は解消されずに残されたままである。
　第二に、紛争地観光に関しては、観光客の増加を受けて、「紛争の痕跡を見
ることのできる場所」のコミュニティで共通して見られる傾向として、紛争に
関わる多数の出来事から当該コミュニティに関わる特定の「悲劇」や「歴史」
を観光の場で提示する傾向が進んでいる。特に観光客が地域にやってくる目的
になっている壁画は、一見すればある程度内容の想像が可能なために、観光資
源として利用されてきたが、もともとは、政府や行政とは異なるローカル・コ
ミュニティの見解や異議申し立てをするために、住民によって様々に利用され
てきた表現媒体であった。しかし近年、壁画は塗り替え頻度が高くなく（17）一
旦描かれたものが長く存在し、地域メディアから記念物へと役割の変化が進ん
でいる。また、記念碑やメモリアル・ガーデンの建設も進み、「記念物化」が
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顕著である。
　第三に、「紛争の痕跡を見ることのできる場所」とされたコミュニティのな
かでも「紛争の痕跡を目にする」ものだけではなく、新しいコミュニティの在
り方を模索する働きがみられるところもある。コミュニティのなかで多様な集
団がコミュニケーションを取りながら、自らの活動を実践することができる場
合に、こうした動きが可能になる。ローワー・シャンキルやアッパー・シャン
キルと比べると、内部競合の比較的少ない東ベルファストのロイヤリスト・コ
ミュニティでは（18）、ロイヤリストの労働者階級の間だけでなく中産階級とも
コミュニケーションを図ることで、東ベルファスト地域からの意見をまとめる
ことができ、その結果、観光およびコミュニティ開発関連の助成金などを比較
的得ている。それがロイヤリストの労働者、中産階級、また一部準軍事組織の
関係者も含んだ地域全体の活動基盤になっている。
　リパブリカン・コミュニティでも、それぞれの地域での固有性があり、また
リパブリカン・コミュニティのどのコミュニティ出身なのかというローカル・
コミュニティの帰属意識は決して弱くないものの、内部での敵対的競合はロイ
ヤリスト・コミュニティと比較すると少ない。このことが、リパブリカン・コ
ミュニティ全体として比較的まとまって観光を進めることを可能にしている。
とはいえ、集約化が多様な声をむしろ封じてしまう懸念も残る。
　外部との（再）接合が見られるコミュニティもあるが、そうでないコミュニ
ティでは、さらなる疎外をもたらす可能性がある。ベルファストの分断されたコ
ミュニティが開かれ、再接合を可能にするには、特定のひとつの出来事のシン
ボル化を進めるのではなく、多様な声――中産階級・労働者階級、また大きな
政治や歴史からローカル・コミュニティの生活課題まで――を表現する場を確
保することにあるのではないだろうか。
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［注］
（1）北アイルランドのなかでも、ベルファストは特に紛争の被害を集中的に
受けた場所である。ベルファストの人口は、北アイルランドの５分の１
程度であったが、紛争に関係する死者数のうち、40％を超える犠牲がベ
ルファスト市内におけるものである。さらに、ベルファスト市内でも被
害の濃淡があり、地域によってその程度は、大きく異なる。市内の死者
（地元住民）のうち76％が西ベルファストと北ベルファストで占められ
ている（Morrissey and Smyth 2002：30）。
（2）たとえば南ベルファストパートナーシップボードの議長のアン・マカ
リース（Ann McAleese）は「観光は地元の再生にとって重要なもので
あり、パートナーシップ・ボードはコミュニティを発展させるためには
観光が不可欠なものと感じている」とニュース・レター紙のインタ
ビューで述べている（News Letter 2009年９月１日）。
（3）Tourism Irelandの ホ ー ム ペ ー ジ https://www.tourismireland.com/
About-Us　（取得日：2018年12月25日）
（4）NISRA、Tourism Northern Ireland、Fáilte Ireland、Central Statistics 
Officeが公表したデータをまとめたTrips Taken in Northern Ireland and 
Revenue Generated 1959-2016を元に作成している。http://niopa.qub.ac.
u k / b i t s t r e a m / N I O P A / 5 8 6 3 / 1 / t o u r i s m - t r e n d s - t o u r i s m -
performance-1959-2016.pdf　（取得日：2019年２月15日）
（5）北アイルランドの観光は紛争の影響を強く受けてきた。Department for 
Enterprise Trade and InvestmentとNorthern Ireland Tourist Boardの
委託によって実施された調査によれば、紛争の開始により４分の３の国
際市場のシェアを失い、40年近く観光開発が未整備のままに置かれ、休
暇目的、およびビジネス目的の訪問者数に大きく影響したという
（CogentSI, Tourism in the Northern Ireland Economy Volume 1 March 
2007：13）。
（6）The Irish Times, 2007年４月17日。
（7）ここには、William “Plum” Smith（1994年のロイヤリスト停戦時のロイヤ
リスト軍事司令部連盟Combined Loyalist Military Command 議長。2016
年死去）、Gusty Spence（現代のUVFの創設者であり1994年に停戦を宣
言した人物。2011年死去）、David Ervine（UVFの元メンバーで、進歩
142　法政大学キャリアデザイン学部紀要第16号
ユニオニスト党党首。2007年死去）の３名のリーダーが描かれている。
（8）https://www.eastbelfastpartnership.org/background　（ 取 得 日2019年
１月10日）
（9）visitBelfast CS Lewis Squareのホームページ https://visitbelfast.com/
see-do/partners/cs-lewis-square　（取得日：2018年12月31日）
（10）C. S. ルイスについては、東ベルファストの労働者階級のコミュニティ
センターのマネージャーによれば、どちらかといえば中産階級の人たち
が好むイメージだという。C. S. ルイスの作品について「ここ（東ベル
ファストの労働者階級）のひとたち（の多くは）は、読んだことない」
と説明する。2017年９月４日、彼女の勤務先のオフィスでインタビュー。
（11）2017年９月４日、彼女の勤務先のオフィスでインタビュー。
（12）http://www.craicni.com/2016/08/side-by-side-project-takes-flight-at-
ballymac-centre-launch/　（取得日：2019年１月１日）
（13）Polish Residents in Belfast: Issues of discrimination, safety and integration 
https://www.belfastinterfaceproject.org/sites/default/files/publications/
Polish%20Residents%20in%20Belfast.pdf　（取得日：2019年１月１日）
（14）2018年には長年存在していた学校の塀が取り壊され、それに伴って塀
に描かれていた一連の壁画やメモリアルが塀と共に無くなった。
（15）2016年９月20日、彼の自宅にてインタビュー。
（16）2017年９月４日、彼女の勤務先のオフィスでインタビュー。
（17）2018年８月29日、壁画家の自宅でインタビューした際のコメント。
（18）シャンキルは、UDAとUVFが別々のエリアで分かれて暮らしているが、
東ベルファストは２つの組織の関係者が同じエリアで暮らしている。
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ABSTRACT
Post-conflict Society and Tourism: A case 
study of working-class areas in Belfast 
after 20 years of peace agreement
Norie FUKUI
　This paper explores the development of tourism in Belfast, Northern 
Ireland, and discusses the impact that tourism has had on the city, focusing 
mainly on the deprived working-class communities. After the Good Friday 
Agreement in 1998, tourism has become an important industry to help 
regenerate the city. In the past 20 years, some large-scale tourist-related 
facilities such as the Odyssey Complex and Titanic Belfast have been built 
and tourism in Belfast has expanded in terms of number of visitors and their 
spending amounts.
　While tourism is an important factor in the economic development in this 
post-conflict society, it also carries social implications. Although Belfast still 
remains a segregated city and the development of tourism has not necessarily 
led to economic benefit for local working-class communities, as Neil Jarman 
(1998) has pointed out, tourism could have benefits for local communities if it 
helps link up and reconnect many areas that have been separated. Therefore, 
issues here are whether local communities are reconnected or not, and if 
they are, how that would happen and what kind of impact we would see.
　To clarify these points, I conducted my research in West and East Belfast, 
which were the areas of flashpoint during the conflict. The data mainly used 
in this paper are obtained from my fieldwork in September 2016, August-
September 2017 and August-September 2018, although I make mention of 
some data from 2007 as necessary (I have conducted my research in Belfast 
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since 2003). I adopted fixed-point observation at tourist sites in local 
communities in West and East Belfast (where tourists visit mainly to see 
murals) and interview the people related to tourism in local communities. The 
findings from this research are as follows:
1)  There still exists the clear disparity between “post-conflict areas”
(working-class residential areas) and “new cultural areas” (urban
redevelopment areas).
2)  Among many historical and social incidents, certain people and symbols
were emphasized, and compared to 2007, this tendency of convergence
has been increasing. Murals have changed their roles from local media to
monuments of conflict.
3)  There are local communities that show the (re) connection to the area
outside their community. When different groups and classes can
represent their voices in public space in local community, the (re)
connection may be relatively easy to implement.
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